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こ
の
度
、
関

西
広
域
連
合
か

ら
徳
島
県
を
通

じ
た
要
請
に
よ

り
、
県
内
自
治

体
職
員
８
名

が
、
避
難
所
運

営
支
援
第
５
陣
、市
町
村
職
員
か
ら
は
第
１
陣（
１

月
18
日
か
ら
23
日
）
と
し
て
、
石
川
県
輪
島
市
門

前
町
の
各
避
難
所
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

　
私
は
、
諸
岡
公
民
館
、
道
下
集
会
所
、
松
風
台

保
育
所
を
県
職
員
も
含
め
３
名
で
３
か
所
を
支
援

す
る
形
で
現
地
に
入
り
ま
し
た
。
こ
の
３
か
所
の

避
難
所
と
、
そ
の
周
辺
の
自
宅
避
難
さ
れ
て
い
る

方
を
合
わ
せ
て
約
２
０
０
名
の
方
が
避
難
生
活
を

送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
今
回
の
避
難
所
運
営
支
援

で
は
、
物
資
の
仕
分
け
、
管
内
の
清
掃
、
炊
き
出

し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
程
調
整
等
の
業
務
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
、
特
に
大
変
だ
っ
た
業
務

は
避
難
者
名
簿
の
作
成
で
す
。
避
難
所
生
活
さ
れ

て
い
る
方
だ
け
で
な
く
、
自
宅
避
難
さ
れ
て
い
る

方
へ
の
物
資
や
炊
き
出
し
等
の
配
給
も
行
っ
て
い

る
た
め
、
地
域
全
体
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
保
健
師
チ
ー
ム
と
連
携
し
て
避
難

者
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
た
め
、
正
確
な
情
報

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
我
々
の
よ
う
な

派
遣
職
員
で
は
名
前
や
住
所
を
聞
い
て
も
わ
か
ら

な
い
こ
と
が
多
く
、
名
簿
の
作
成
に
は
苦
労
し
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
心
強
か
っ
た
の
は
区
長
（
本
町

で
い
う
支
部
長
）
の
方
々
で
し
た
。
そ
の
方
た
ち

は
地
区
の
状
況
を
網
羅
し
て
お
り
、
協
力
し
て
業

務
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。
も
う
一
つ
重
要
な
業

務
は
、
避
難
者
の
要
望
調
査
で
す
。
刻
一
刻
と
変

化
す
る
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
避
難
生
活
の
改
善
に
努

め
ま
し
た
。
私
が
支
援
活
動
し
て
い
た
時
は
、
食

料
や
飲
料
水
の
物
資
は
十
分
に
あ
り
ま
し
た
。
21

日
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
方
々
の
ご
協
力
の
も
と
お

風
呂
と
洗
濯
機
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
が
、
石
鹼
や

洗
剤
等
が
不
足
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
洗
濯
機

に
は
乾
燥
機
能
が
付
い
て
お
ら
ず
、
公
共
の
場
で

干
す
こ
と
も
で
き
な
い
た
め
、
場
所
の
確
保
が
課

題
と
な
り
ま
し
た
が
、
派
遣
期
間
内
で
は
解
決
で

き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
次
班
へ
引
き
継
ぐ
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　
業
務
の
合
間
に
は
避
難
者
の
方
と
話
す
機
会
が

あ
り
、
そ
の
中
で
、「
自
分
た
ち
の
町
は
被
害
が

小
さ
い
と
思
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。」
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
報
道
で
は
輪
島
市
の

被
害
状
況
を
よ
く
耳
に
す
る
と
思
い
ま
す
が
、
皆

さ
ん
が
目
に
浮
か
ぶ
の
は
「
朝
市
通
り
」
周
辺
の

火
災
の
あ
っ
た
場
所
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
自

分
た
ち
の
町
も
被
害
が
大
き
い
こ
と
を
伝
え
て
ほ

し
い
」
と
の
願
い
が
あ
り
ま
し
た
。
私
が
支
援
に

入
っ
た
避
難
所
で
は
玄
関
や
窓
が
割
れ
、
屋
根
か

ら
は
雨
漏
り
、
床
は
傾
い
て
い
ま
し
た
。
今
で
も

毎
日
の
よ
う
に
余
震
が
あ
り
、
現
地
に
入
る
２
日

前
に
は
震
度
５
の
地
震
が
発
生
し
た
ば
か
り
で
、

安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
さ
ら
に
、
避
難
所
か
ら
少
し
歩
く
と
家
は

崩
れ
、
瓦
礫
で
道
路
が
遮
断
さ
れ
て
い
る
場
所
が

い
く
つ
も
あ
り
ま
し
た
。
な
か
な
か
復
興
の
見
通

し
が
つ
か
な
い
中
、
地
元
の
市
議
会
議
員
の
方
や

区
長
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
、
一
日
で
も
早
い
復
興

に
向
け
て
行
動
す
る
姿
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

６
日
間
と
い
う
短
い
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

少
し
で
も
力
に
な
れ
れ
ば
と
活
動
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
今
回
避
難
所
運
営
支
援
と
い
う
貴
重
な
体
験
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
改
め
て
自
然
災
害
の
脅
威
を

感
じ
る
と
と
も
に
、
本
町
に
お
い
て
も
南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
に
対
し
て
、
一
人
一
人
が
防
災
意
識

を
持
ち
、
住
居
の
耐
震
化
や
町
、
学
校
で
行
わ
れ

る
防
災
訓
練
に
真
剣
に
考
え
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
被
災
地
の
一
日
で
も

早
い
復
興
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

産業課　主事
鎌田　航平

「
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
」

　「
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
」
被
災
地

の
復
旧
支
援
の
た
め
、
上
板
町
消
費
者
協

会
よ
り
義
援
金
を
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
福
原
会
長
は
「
令
和
５
年
度
は
上
板
町

消
費
者
協
会
設
立
50
周
年
で
あ
り
、
本
来

は
50
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
予

定
で
あ
っ
た
が
、
被
災
さ
れ
た
方
々
へ
少

し
で
も
手
助
け
に
な
れ
ば
と
思
い
、
イ
ベ

ン
ト
を
中
止
し
、
代
わ
り
に
義
援
金
を
送

ら
せ
て
い
た

だ
く
」
と
述

べ
ま
し
た
。

　
い
た
だ
い

た
義
援
金
は

日
本
赤
十
字

社
を
通
じ
て

被
災
地
へ
送

ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

能登半島地震に係る災害義援金贈呈

上
板
町
派
遣
職
員
報
告

　
１
月
15
日（
月
）、
６
年
生
「
ご
ち
そ
う
豚
汁
」
試
食
会

及
び
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
授
業
視
察
の
た
め
、
高
志
小
学
校
に
後

藤
田
正
純
徳
島
県
知
事
が
来
校
さ
れ
ま
し
た
。

　
高
志
小
学
校
で
は
、
平
成
29
年
度
よ
り
消
費
者
教
育
並

び
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
等
の
積
極
的
な
取
り
組
み
の
ほ
か
、Ｉ
Ｃ

Ｔ
分
野
に
お
い
て
も
様
々
な
先
進
的
な
取
り
組
み
を
続
け

て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
上
板
町
や
徳
島
県
産
の
食
材

で
「
究
極
の
豚
汁
」
を
作
る
と
い
う
探
究
テ
ー
マ
の
も
と
、

６
年
生
児
童
が
説
明
を
お
こ
な
い
、
後
藤
田
知
事
や
生
産

者
の
方
に
豚
汁
の
試
食
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

後
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
参
観
と
し
て
、
１
年
生
か

ら
５
年
生
の
各
教
室
を
回
り
、
視
察
を
終
え
ま
し
た
。

　
お
い
し
い
豚
汁
の
試
食

や
児
童
と
の
交
流
も
あ

り
、
後
藤
田
知
事
は
晴
れ

や
か
な
笑
顔
で
高
志
小
学

校
を
後
に
さ
れ
ま
し
た
。

● お問い合わせ ●　　上板町役場　教育委員会　　☎０８８－６９４－６８１４
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知
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校

高
志
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に

後
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田
知
事
が
来
校

　子育て世代の貴重なご意見を議会活動に反映させることを目的と
して「さくら保育所園児の保護者と議会議員の懇談会」を開催します。
　子育て支援の充実に向けて、ご要望・ご提案等、保護者皆様の声
をぜひお聞かせください。
　ご参加をお待ちしています。

さくら保育所園児の保護者と議会議員の懇談会開催

　当日は交通安全協会上板分会・警察官・交通安
全教育指導員が３歳児の園児を対象に道路での危
険や横断歩道の渡り方等を指導しました。
　教わった園児たちは、横断歩道を渡る実戦練習の際にしっ
かりと左右の確認を行い、手を挙げてわたることができました。

節 分 豆 ま き
　園児たちはみんなで協
力し、鬼に豆を投げて追
い払いました。

さくら保育所

交 通 安 全 教 室
令和６年２月２日　節分の豆まき令和６年１月31日　さくら保育所で交通安全教室

日　時　令和６年３月21日（木）
　　　　午後３時30分から午後４時45分まで
場　所　さくら保育所
　　　　子育て支援センター室

● お問い合わせ ●　　上板町議会事務局　　☎０８８－６９４－６８１５

● お問い合わせ ●　　さくら保育所　　☎０８８－６９４－８１８０
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な
体
験
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
改
め
て
自
然
災
害
の
脅
威
を

感
じ
る
と
と
も
に
、
本
町
に
お
い
て
も
南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
に
対
し
て
、
一
人
一
人
が
防
災
意
識

を
持
ち
、
住
居
の
耐
震
化
や
町
、
学
校
で
行
わ
れ

る
防
災
訓
練
に
真
剣
に
考
え
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
被
災
地
の
一
日
で
も

早
い
復
興
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

産業課　主事
鎌田　航平

「
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
」

　「
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
」
被
災
地

の
復
旧
支
援
の
た
め
、
上
板
町
消
費
者
協

会
よ
り
義
援
金
を
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
福
原
会
長
は
「
令
和
５
年
度
は
上
板
町

消
費
者
協
会
設
立
50
周
年
で
あ
り
、
本
来

は
50
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
予

定
で
あ
っ
た
が
、
被
災
さ
れ
た
方
々
へ
少

し
で
も
手
助
け
に
な
れ
ば
と
思
い
、
イ
ベ

ン
ト
を
中
止
し
、
代
わ
り
に
義
援
金
を
送

ら
せ
て
い
た

だ
く
」
と
述

べ
ま
し
た
。

　
い
た
だ
い

た
義
援
金
は

日
本
赤
十
字

社
を
通
じ
て

被
災
地
へ
送

ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

能登半島地震に係る災害義援金贈呈

上
板
町
派
遣
職
員
報
告
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　３月10日（日）10時～ 14時に上板なかよし
こども食堂を開催します。
　今回の開催場所は、技の館です。（住所：板
野郡上板町泉谷字原東32番地４）
　こども食堂は、地域のこどもから高齢者まで、
だれもが仲良く楽しく集い、安心して暮らせる
町づくりを目的として活動しています。
　食事の他に色々な遊びや
ゲームも用意しています。
　こどもから大人までどな
たでも参加できます。どう
ぞお越しください。
　参加をご希望の方は、下
記の技の館まで電話で事前
申込をお願い致します。

● こども食堂申込電話 ●
☎０８８－６３７－６５５５

こども　無料
大人　300円

３月のこども食堂
開催のお知らせ
３月のこども食堂
開催のお知らせ
３月のこども食堂
開催のお知らせ

　色々な人と出会い、刺激を受けながら学べる場を提供する “大人
の社会塾” を「上板町技の館」で実施しています。４月20日（土）
から第14期がスタートします。
　学ぶことの楽しさや、活動を通じて世代を超えた新しい仲間ができます。
　８月には、阿波踊りも踊る予定です。皆さん、一緒に楽しみませんか？

　歩こう会では、健康な毎日を過ごすため、歩けの効用を実
践しながらウォーキングを行っています。
　コースはミステリーコースで参加してからのお楽しみです。
　上板町の新しい一面を見つけてみませんか？

ウォーキングウォーキング

令和６年　４月10日（水）　５月10日（金）
　　　　　６月10日（月）　７月10日（水）

日にち

午前９時～　２時間程度（８時45分役場前集合）時　間

飲み物、帽子、タオル、雨具、
健康保険証など

持ち物

無料（当日保険料100円）参加費

不要申し込み

各種メディアに出演する一方、演出やマ
ジック商品のプロデュースなども手がけ
る。言語学・脳科学に基づいた、 人間が
本来持つ生理的特性を利用する事で参加
者自身の身体感覚に影響を与える「ＡＭ
Ｃ（アクティブメンタルコントロール）」
や 人間行動学・心理学に基づいた視線と
意識誘導のテクニックをみせるマジック
ショーは他と一線を画する。

KiLa（キラ）／マジシャン
近畿大学理工学部電子工学科卒業後、コンピュータ関連
のエンジニアを経て料理の世界へ。「ガストロノミーを通
して、人類の未来に貢献する」というビジョンを掲げ、様々
な分野に挑戦をしている。
世界最短でミシュラン三つ星を獲得、世界を代表する
100人 の シ ェ フ「100 chefs au monde」、The Best 
Chef AwardsでアジアNo1シェフに選ばれる。
食文化ルネサンス理事及び、食団連理事を務める。2023
年株式会社GastroMedicaを国立循環器センターの医師
と共に立ち上げる。

米田　肇（よねだ　はじめ）／料理家

第14期の講師陣を少しだけご紹介！

とくしま上板熱中小学校とくしま上板熱中小学校

熱中小学校HP

期　間 2024年４月～2024年９月　毎月、土曜日　13：00～16：00（予定）
場　所 上板町技の館　２階（上板町泉谷字原東32－4）
授業料 6,000円 (材料費別、授業回数約５日開講)
申込方法 ☎088－637－6555 ／ FAX 088－637－6554

Mail:waza@wazanoyakata.com
ホームページからも入学申込可能です。授業日程など
の詳細は、「とくしま上板熱中小学校」で検索！
※ご不明点があれば、いつでもご連絡ください。

上板町
歩こう会
上板町
歩こう会

※小学生以下の方は保護者の同伴が必要です
※雨天決行(警報が出ている場合は中止)

● お問い合わせ ●　上板町歩こう会　☎080－3162－0458
主催：上板町歩こう会　 後援：上板町

他にも多彩な講師陣が
ラインナップ予定！

第14期（前期）
入学生募集中！
第14期（前期）
入学生募集中！

イ　ベ　ン　ト
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イ
ベ
ン
ト

　



全日本吹奏楽コンクール徳島県大会金賞受賞経験の
ある、上板中学校吹奏楽部が青空のもとで演奏！

美馬市無形文化財三味線餅つき保存会うだつによる
ステージ！つきたてのお餅を先着２５０名の皆さま
に配布します！（※お1人様1個限り）

上板町の和太鼓集団「雷童」による、元気いっぱい
の迫力ある和太鼓演奏をお届けします！

パトカー・白バイ＆パトロールカーに乗ってみよう！

主主催催：：NNEEXXCCOO西西日日本本 四四国国支支社社 徳徳島島高高速速道道路路事事務務所所 TTEELL：：008888--664411--44440011  （（平平日日99::0000～～1177::3300））

左左下下ににああるる「「抽抽選選券券」」をを持持っっててききててねね！！

他他ににもも、、オオリリジジナナルルロロゴゴがが入入っったたスステテキキなな景景
品品ががたたくくささんん！！
地地域域観観光光PPRRココーーナナーーやや、、キキッッズズかかふふぇぇごご利利
用用のの方方へへののププレレゼゼンントトももああるるよよ！！（（無無くくななりり
次次第第終終了了ししまますす））

　

イ
ベ
ン
ト

　

イ　ベ　ン　ト

抽
選
券

無
料
ガ
チ
ャ
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● お問い合わせ ●　　上板町役場　教育委員会　　☎０８８－６９４－６８１４

※ 各講座の持ち時間は約15分程度です。
※ 開始時間や順番は、都合により前後することがあります。

令和６年３月３月（日）
閉講式：午前９時～　　　
発表会：午前９時30分～

上板町中央公民館　大会議室日時 場所

発表会プログラム 作品展示

●詩吟講座（原田　講師）
「富士山」，「佳賓好主」，「山行」，「稲業懐古」，
「船大垣を発し桑名に赴く」，「峨眉山月の歌」
　
●三味線講座（杵家　弥津穂　講師）
童謡メドレー

　
●日本舞踊・阿波踊り講座（平野　シマコ　講師）
阿波踊り
日本舞踊「祇園小唄」，「伊豆の雨」

　
●日本舞踊講座（西條　澄子講師）
「千鳥の舞」，「しぐれ高山」，「吉良港」
　
●中国語講座（近藤　珠梨講師）
「中国語あれこれ」
　
●英会話（初級）講座（ダニエル・フロスト　講師）
「English or No.」
「Let's sing a song!」 
　
●詩吟（西條　陽一　講師）
「偶感」，「峨眉山月の歌」，「春日山懐古」，
「壇ノ浦を過ぐ」，「早春賦（春を探る）」

●書道講座（永井　厚子　講師）

2024（令和 6）年 3月 1日　●　6



各　種　相　談

●
よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
（
24
時
間
対
応
）　

　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
１
２
０（
２
７
９
）３
３
８

●
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０（
０
６
４
）５
５
６

●
と
く
し
ま
自
殺
予
防
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
８（
６
０
２
）８
９
１
１

●
徳
島
県
自
殺
予
防
協
会

　
い
の
ち
の
希
望

　
☎
０
８
８（
６
２
３
）０
４
４
４

★
Ｓ
Ｎ
Ｓ
相
談
、
メ
ー
ル
相
談
等

厚
生
労
働
省
相
談
窓
口
案
内
は

左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
ご
覧
下

さ
い
。

�

成
年
後
見・相
続・

遺
言
無
料
相
談
会

の
お
知
ら
せ

　
「
成
年
後
見
制
度
」
と
は
、
本

人
の
判
断
能
力
が
不
十
分
な
場
合

に
、
本
人
を
法
律
的
に
保
護
し
、

支
え
る
た
め
の
制
度
で
す
。

　
ま
た
、
相
続
や
遺
言
の
ご
相
談

に
も
応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

●
日
時

　
令
和
６
年
４
月
２
日（
火
）

　
午
後
１
時
～
３
時

　
※
偶
数
月
の
第
一
火
曜
日
に
無
料

相
談
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
場
所

　
上
板
町
中
央
公
民
館
（
上
板
町

役
場
２
階
）　
第
一
会
議
室

●
お
問
い
合
わ
せ

　
一
般
社
団
法
人
コ
ス
モ
ス
成
年

後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
徳
島
県
支
部
徳
島
県
行
政
書
士
会
内

　
☎
０
８
８（
６
７
９
）４
４
４
０

�　
上
板
町
子
ど
も
・
若
者
相
談
支

援
室
『
あ
い
』
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

悩
み
を
お
持
ち
の
子
ど
も
・
若
者

（
概
ね
39
歳
ま
で
）
と
そ
の
保
護

者
の
方
な
ど
が
ご
相
談
い
た
だ
け

る
場
所
で
す
。

　
ど
ん
な
悩
み
も
じ
っ
く
り
お
聞

き
し
、
一
緒
に
解
決
方
法
を
探
し

ま
す
。

　
ひ
と
り
で
（
家
庭
内
で
）
抱
え

込
ま
ず
に
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

『
あ
い
』
の
ご
利
用
案
内

●
場
所

　
上
板
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
２
階

　
上
板
町
役
場
よ
り
西
へ
３
０
０

メ
ー
ト
ル　
上
板
町
商
工
会
西
隣

●
受
付
時
間

　
月
曜
日
～
金
曜
日

　
９
時
～
17
時
（
土
日
祝
休
み
）

　
※
平
日
の
利
用
が
難
し
い
方
に

は
毎
月
第
４
土
曜
日　
19
時

〜
21
時
（
要
予
約
）
で
相
談

を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

●
電
話
番
号

　
☎
０
８
８（
６
３
７
）６
０
０
６

☆
相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。
匿
名
で
も
大
丈
夫

で
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時

　
令
和
６
年
３
月
26
日（
火
）

　
午
後
１
時
30
分
か
ら

●
場
所

　
馬
道
会
館

　
☎
０
８
８（
６
９
４
）４
８
６
８

　
上
板
町
西
分
字
原
渕
18

−

２

　
相
談
は
先
着
順
と
な
り
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

�

３
月
は
、自
殺
対
策

強
化
月
間
で
す
。

　
国
で
は
例
年
、
月
別
自
殺
者
数

の
最
も
多
い
３
月
を
「
自
殺
対
策

強
化
月
間
」
と
定
め
、
自
殺
を
防

ぐ
た
め
の
普
及
啓
発
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
家
族
や
職
場
、
友
人
な
ど
身
近

な
人
の
サ
イ
ン
に
気
づ
き
、
医
療

機
関
や
相
談
機
関
に
つ
な
ぎ
、
見

守
り
と
自
殺
予
防
に
つ
な
げ
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
寄
り
添
う
、
支
え
あ
う
、
つ
な

が
り
あ
う
。

　
あ
な
た
を
必
要
と
し
て
い
る
人

が
い
ま
す
。

⃝

気
づ
き
…
家
族
や
仲
間
の
変
化

に
気
づ
い
て
、
声
を
か
け
る
。

⃝

傾　
聴
…
本
人
の
気
持
ち
を
尊

重
し
、
耳
を
傾
け
る
。

⃝

つ
な
ぎ
…
早
め
に
専
門
家
に
相

談
す
る
よ
う
促
す
。

⃝

見
守
り
…
温
か
く
寄
り
添
い
な

が
ら
、
じ
っ
く
り
と
見
守
る
。

●
＃
い
の
ち
Ｓ
Ｏ
Ｓ

　
☎
０
１
２
０（
０
６
１
）３
３
８

関
す
る
様
々
な
相
談
を
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
。

●
人
権
教
育
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー

　
徳
島
県
男
女
参
画
・
人
権
課
分
室

　
☎
０
８
８（
６
６
４
）３
７
０
１

　
徳
島
市
東
沖
洲
２

−

14

　
沖
洲
マ
リ
ン
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル

内　
あ
い
ぽ
ー
と
徳
島

●
徳
島
地
方
法
務
局
常
設
相
談
所

　
徳
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
徳
島
市
徳
島
町
城
内
６
番
地
６

　
徳
島
合
同
庁
舎
６
階

　
相
談
時
間　
平
日　
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分

電
話
に
よ
る
相
談

⃝
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

　
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル�

　
０
５
７
０（
０
０
３
）１
１
０

　
※
発
信
地
域
に
応
じ
て
、最
寄
り

の
相
談
所
に
つ
な
が
り
ま
す
。

⃝

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　
全
国
共
通
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
０
１
２
０（
０
０
７
）１
１
０

⃝

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

　
０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

　
※
発
信
地
域
に
応
じ
て
、最
寄
り

の
相
談
所
に
つ
な
が
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
上
板
町
役
場　
住
民
人
権
課

　
☎
０
８
８（
６
９
４
）６
８
０
９

�

く
ら
し
の
保
険
相
談

　

馬
道
会
館
で
は
フ
ァ
イ
ナ
ン

シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
よ
る
生
活

に
密
接
し
た
各
種
保
険
相
談
を
開

催
し
ま
す
。

　
疑
問
や
不
安
を
か
か
え
て
い
る

か
た
、
老
後
の
生
活
設
計
に
悩
ん

で
い
る
か
た
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に

一
日
行
政
相
談
所

開
設
予
定
日

　
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
役
所
の
仕

事
に
対
す
る
苦
情
や
要
望
な
ど
の

相
談
を
受
け
、
必
要
に
応
じ
て
関

係
行
政
機
関
に
あ
っ
せ
ん
を
行
い

ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

●
開
設
日

　
令
和
６
年
３
月
21
日（
木
）

●
開
設
時
間

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

●
開
設
場
所

　
上
板
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
お
問
い
合
わ
せ

　
上
板
町
役
場　
総
務
課

　
☎
０
８
８（
６
９
４
）６
８
０
１

�

人
権
相
談

　
上
板
町
で
は
法
務
大
臣
よ
り
委

嘱
を
う
け
た
人
権
擁
護
委
員
が
、

特
設
相
談
所
を
設
け
、
皆
様
の
人

権
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
た
り
、

法
務
局
と
連
携
し
な
が
ら
人
権
を

守
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
令

和
６
年
３
月
は
次
の
と
お
り
予
定

し
て
い
ま
す
。

●
開
催
場
所

　
上
板
町
中
央
公
民
館

　
（
役
場
２
階
）
第
１
会
議
室

●
開
催
日
時

　
令
和
６
年
３
月
21
日（
木
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

　
ま
た
、
徳
島
県
立
人
権
教
育
啓

発
推
進
セ
ン
タ
ー
及
び
徳
島
地
方

法
務
局
常
設
相
談
所
で
、
人
権
に

ひ
と
り
悩
ま
ず

『
あ
い
』
に
相
談

し
て
み
ま
せ
ん
か

年
金
／
健
康
保
険
／
失
業
保
険
／
労
災
保
険

交
通
事
故
／
生
命
保
険
／
住
宅
ロ
ー
ン

“まもろうよ
こころ”
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保健師からのお知らせです
INFORMATION

⑴　令和６年３月31日をもって、特例臨時接種が終了いたします。公費負担での接種を希望される方は、
　３月末までに接種してください。
⑵　令和６年１月より、電話での予約方法が、板野郡コールセンターから下記に変更となりました。

〈予約方法〉
　①　インターネットで予約をする。（24時間受付可能）
　　　右のQRコードを読み取るか上板町のホームページよりアクセスしてください。

　②　電話で予約をする。（板野郡コールセンターは終了し、下記となりました。）

　③　役場に来て予約をする。（代理入力）
　※上記の予約方法での予約が困難な方は、上板町保健相談センターで予約入力代行を行います。
　　対応時間：平日8：30～ 17：00
　※予約には「接種券が印字された予診票」に記載されている「接種券番号」が必要です。

上板町保健相談センター：☎０８８－６９４－３３４４
　　　　　　　受付時間：8：30 ～ 17：00（土日祝日を除く）

⬇⬇

　令和５年度助成の対象となる方には４月に個別通知を送付しています。
　（下記に該当する方のうち、今までに肺炎球菌ワクチン接種を受けたことのない方。）
　通知を紛失した方は、健康推進課（保健相談センター）保健師までお問い合わせください。

年齢 生年月日 年齢 生年月日

65歳 昭和33年４月２日生～昭和34年４月１日生 85歳 昭和13年４月２日生～昭和14年４月１日生

70歳 昭和28年４月２日生～昭和29年４月１日生 90歳 昭和　８　年４月２日生～昭和　９　年４月１日生

75歳 昭和23年４月２日生～昭和24年４月１日生 95歳 昭和　３　年４月２日生～昭和　４　年４月１日生

80歳 昭和18年４月２日生～昭和19年４月１日生 100歳 大正12年４月２日生～大正13年４月１日生

60歳以上65歳未満の方で、心臓、腎臓もしくは呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に障害を有する方

　（1）自己負担額　４，０００円（接種費用から公費負担を除いた金額です。）
　　　※ただし、生活保護世帯の方は町が発行する「高齢者の肺炎球菌予防接種費用免除券」を発行しますので、
　　　　下記お問い合わせ先までお申し出ください。
　（2）接 種 期 限　令和６年３月31日（日）まで（医院の診療時間内）

１）新型コロナワクチン接種

令和６年３月31日が実施期限の予防接種・検診について令和６年３月31日が実施期限の予防接種・検診について

２）高齢者の肺炎球菌予防接種

● お問い合わせ ●　　上板町保健相談センター　　☎０８８−６９４−３３４４

今年度の対象者で接種を希望される方は、忘れずに接種してください。
町からの費用助成の対象となるのは、1人1回のみです。
期限までに接種できなかった場合、その後の接種は任意接種（全額自己負担）　となりますので、ご注意ください。
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３）子どもの定期予防接種
●麻しん風しん混合（麻しん・風しん単独も可）ワクチン接種（第２期）
　麻しん風しん混合予防接種の第２期の定期接種の対象者（平成29年４月２日～平成30年４月１日生まれのお子さ
ん）で、まだ接種がお済みでない方は　令和６年３月31日（日）まで　に接種していただくようお願いします。

４）子宮頸がん検診、乳がん検診
　令和５年度の子宮頸がん検診、乳がん検診の検診期間は　令和６年３月31日（日）まで　となっています。
　受診間隔は２年に１回、対象者となる年齢は、子宮頸がんは20歳以上、乳がんは40歳以上の女性の方です。また、
特定の年齢の方には無料クーポン券と問診票をお送りしています。
　受診対象となる方でまだ受診されていない方は、下記までお問い合わせください。

５）胃内視鏡検診
　令和５年度の胃内視鏡検診の検診期間は　令和６年３月31日（日）まで　となっています。
　受診間隔は2年に1回、対象者は50歳以上の方です。（同一年度に胃部エックス線検査との併用はできません。）受
診を希望される方は、下記までお問い合わせください。

● お問い合わせ ●　　上板町保健相談センター　　☎０８８−６９４−３３４４

　妊娠中の喫煙は、妊婦自身に及ぼす健康被害と共に、胎児に対する「受動喫煙」による健康被害が明らかに
されていること、さらに、子宮頸がんや乳がんの予防や早期発見が重要であることなど、女性には特有の健康
問題が存在しています。「女性の健康週間」は厚生労働省が、女性が生涯を通じて健康で明るく、充実した日々
を自立して過ごすことを総合的に支援するために制定されました。

妊婦だけでなく周りの人もたばこを吸うと、た
ばこの煙のニコチンの作用で、胎盤や赤ちゃん
の血管が収縮し、酸素や栄養が行き渡らなくな
ります。また、一酸化炭素は血液中の酸素を運
ぶ役割のヘモグロビンと強力に結合するため、
胎盤、赤ちゃんが酸素不足を起こします。その
ため、低出生体重児や流産・早産などの危険性
が高くなります。

☆健康推進課　保健相談センターにて「女性のための健康ガイド」を
　配布しています。（数に限りがあります。）

妊娠がわかったら、まず禁煙
たばこは妊娠中だけでなく、生まれてからも赤
ちゃん、子どもに悪影響を与えます。禁煙は、
赤ちゃん、子どもへの最大のプレゼントです。
禁煙には遅すぎる事はありません。どの時期に
禁煙してもたばこによるリスクを減らすことが
できます。

禁煙の効果はいつからでもあります。

毎年3月1日～3月8日は「女性の健康週間」です。「女性の健康週間」

子宮頸がん検診は20歳以上、乳がん検診は40歳
以上の方を対象に２年に１回受診できます。こ
の機会に検診を受けましょう。

子宮頸がん・乳がん検診について
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Ⅰ　健康相談・健康教育
月日 時　間 場　所 内　容 担　当
3/5 13：30～15：00 保健相談センター 個別健康相談 保健師・管理栄養士

4/2 13：30～15：00 保健相談センター 個別健康相談・健康教育 保健師・管理栄養士・理学療法士

Ⅱ　乳幼児健康診査

月日 受付時間 場　所 内　容 該当者

3/14 ※個別通知にて
　案内します。 保健相談センター 問診、内科・歯科診察、身体測定、

聴力検査、発達・育児・歯科・栄養相談
令和4年6月1日～　
令和4年8月31日生

１．１歳６か月児健康診査

３月　保健行事予定表

● お問い合わせ ●　　上板町保健相談センター　　☎０８８−６９４−３３４４

担当時間以外
の深夜の救急

きたじま田岡病院　　698−1234　　全日対応ですが、要確認
稲 　 次 　 病 　 院　　692−5757　　水曜日、土曜日は受診前に要確認
東徳島医療センター　　672−1171　　対応日は確認してください

※休日・夜間緊急病院は、変更している場合がありますので、必ず電話してから受診してください。

令和６年 ３・４月分
〈3/1～4/10 まで〉

市外局番は
（０８８）です。在 宅 当 番 医在 宅 当 番 医 ■ 担当時間 ■

平日18：00～22：00
休日　9：00～22：00

こども
用

とくしまの小児救急医療体制 各医療機関
所在地

※受診される場合は、事前に確認し健康保険証・医療費助成の
受給者証をお持ちのうえご利用ください。

本ページの医療体制は変更されることがあります。
最新の情報は左記ＱＲコードからご確認ください。
https://anshin.pref.tokushima.jp/med/docs/
2012081600367/

３
月

1 ㈮ か ま だ 眼 科 678−8585
2 ㈯ あ い ず み 松 本 眼 科 677−5568
3 ㈰ 浦 田 病 院 699−2921
4 ㈪ 越 智 内 科 胃 腸 科 698−3111
5 ㈫ 有 住 内 科 ク リ ニ ッ ク 698−8655
6 ㈬ たかた整形外科・せぼねクリニック 698−8689
7 ㈭ 吉 野 川 病 院 698−6111
8 ㈮ 新 居 内 科 698−8808
9 ㈯ 三 愛 内 科 672−0176

10 ㈰ 芳 川 病 院 699−5355
11 ㈪ 田 根 内 科 698−0123
12 ㈫ い の も と 眼 科 内 科 698−8887
13 ㈬ 北 島 こ ど も ク リ ニ ッ ク 697−2221
14 ㈭ こ ま つ ば ら 整 形 外 科 698−5108
15 ㈮ 中村耳鼻咽喉科クリニック 697−3213
16 ㈯ 福 島 内 科 672−4970
17 ㈰ 井 上 医 院 699−8070
18 ㈪ 健生きたじまクリニック 698−9629
19 ㈫ 新 野 医 院 672−0571
20 ㈬ 春 藤 内 科 胃 腸 科 699−3777
21 ㈭ つ か さ ク リ ニ ッ ク 697−2323

３
月

22 ㈮ ルナウイメンズクリニック 697−2322
23 ㈯ 近 藤 内 科 医 院 672−5630
24 ㈰ 谷口耳鼻咽喉科クリニック 699−2787
25 ㈪ く ぼ 小 児 科 ク リ ニ ッ ク 678−7141
26 ㈫ き た じ ま 皮 フ 科 678−7010
27 ㈬ 香 川 内 科 692−9770
28 ㈭ 森 本 医 院 641−4141
29 ㈮ 中 川 整 形 外 科 641−2288
30 ㈯ ファミリークリニックしんの 672−5148
31 ㈰ か ま だ 眼 科 678−8585

４
月

1 ㈪ 稲 次 病 院 692−5757
2 ㈫ 浜 病 院 692−2317
3 ㈬ 清 水 内 科 692−8900
4 ㈭ あ い ず み 皮 ふ 科 692−9211
5 ㈮ 奥 村 医 院 692−2403
6 ㈯ み や ざ き 内 科 診 療 所 672−6618
7 ㈰ たかた整形外科・せぼねクリニック 698−8689
8 ㈪ 山 田 眼 科 藍 住 692−8118
9 ㈫ 矢 野 医 院 692−4411

10 ㈬ 西 條 内 科 耳 鼻 科 692−8711
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自宅や職場などに都道府県・市区町村や国
（の職員）などをかたる不審な電話や郵便が
あった場合は、お住いの市区町村や最寄り
の警察署か警察相談専用電話（＃９１１０）
にご連絡ください。

臨時特例給付金の「振り込め詐欺」や
「個人情報の搾取」にご注意ください

物価高騰による影響が大きい低所得世帯（住民税非課税世帯等）を支援するため、１世帯あたり７万円を支給します。
対象となる可能性のある世帯への案内は、令和６年１月にお送りしています。申請期限は下記のとおりです。

※不備書類の提出期限にもなりますので、ご注意ください。
※令和５年12月末時点で本町の税情報により確認し、対象となる可能
性がある世帯には、既にご案内をしています。それ以降、所得の申
告内容の修正等により世帯全員が “非課税” となった場合は、申請
が可能です。申請対象者は基準日（令和５年12月１日）時点の当該
世帯の世帯主で、振込口座も原則申請者本人名義のものとなります。
※未申告の方のいる世帯は、その方の所得の申告をした上で世帯全員
が “非課税” となった場合に対象となります。
※本給付金は、差押禁止等及び非課税の対象となります。

申請期限：令和６年３月12日（火）※当日消印有効

令和５年度価格高騰重点支援追加給付金（７万円／１世帯）のご案内

ファミリー・サポート・センターの会員になりませんか？ファミリー・サポート・センターの会員になりませんか？

板野東部ファミリー・サポート・センター　住所：藍住町奥野字矢上前32－1
☎088－693－3033（９時～17時まで）　FAX：088－693－3034
E-MAIL  familyit@mxi.netwave.or.jp　 URL：http://fami-sapo.jp

お問い合わせ
と申し込み

❸　事前打合せ

❹　援 助 活 動

❺　活動終了後、報酬支払

ファミリー・サポート・センター

依頼会員
子育てを一時的に
手伝ってほしい方

提供会員
子育てのお手伝い
をしたい方　　　

❶ 依頼の
申込

  ❷ 提供の依頼

ファミリー・サポート・センターのしくみ 子育てを一時的に手伝ってほしい方
子育てのお手伝いをしたい方
会員登録されませんか！

会員大募集

依頼会員　…　小学校６年生までの子どもを預かって欲しい人
提供会員　…　上板町にお住まいで自宅で子どもを預かる事のできる人
　　　　　　（提供会員講習会を受講していただきます。）
両方会員　…　預けたり、預かったりの両方をかねてできる人

誰が会員になれるの？

会員登録するには？
会員登録は随時、入会の説明を受け登録できます。今すぐ必要でな
くても登録しておくといざという時安心です。（保護者の顔写真２
枚　４×３ｃｍくらいのもの・印鑑を持参して下さい。）

援助を受けた依頼会員が提供会員に直接支払います
月～金　7：00～21：00　　　　　１時間／ 700円
上記以外の時間及び祝日・年末年始　１時間／ 800円

利用料金 登録・入会は無料

● お問い合わせ ●　　上板町役場　健康推進課　　☎０８８－６９４－６８１０

● お問い合わせ ●　　上板町役場　民生児童課　　☎０８８－６９４－６８１１

国民健康保険被保険者証が一斉更新されます国民健康保険被保険者証が一斉更新されます上板町国民健康保険
加入の皆様へ

以下に当てはまる方は14日以内に健康推進課窓口で手続きをしてください
こんなときは届出を！※後期高齢者医療制度に加入している方

は、今回の保険証更新には該当しませ
んので、ご注意ください。

※有効期限が切れた保険証は、使用する
ことができません。各自の責任におい
て処分する場合は細かく裁断する等、
個人情報の取扱いにご注意ください。

※所得申告がお済みでない方（公的年金
支払報告書、給与支払報告書の提出が
ある方は除く）は、所得の申告を税務
課へしてください。 ※申請にはマイナンバーの記入が必要です。個人番号カード等をお持ちください。

保険証
国保と健保の保険証
保険証、保護開始決定通知書
保険証
保険証
保険証、在学証明書

こんなとき 持参するもの
他の市町村へ転出したとき
他の健康保険に加入したとき
生活保護を受けることになったとき
死亡したとき
住所、世帯主、氏名などが変わったとき
修学のため、子どもが他の市町村に居住するとき

　現在お持ちの上板町国民健康保険被保険者証（以下、保険証）は令和６年３月31日で有効
期限が切れます。
　新しい保険証は令和６年３月中に簡易書留でお送りしますので、４月１日からご使用ください。
　なお、保険証は世帯ごとに、世帯主宛てにお送りします。新しい保険証が届いたら記載され
ている住所、氏名、生年月日等をご確認ください。

11　●　広報かみいた　第309号



令 和 ５ 年 分 確 定 申 告
鳴 門 税 務 署 か ら の お 知 ら せ

又は
ＬＩＮＥアプリで国税庁公式アカ
ウントを友だち追加してください。
⇦　友だち追加はこちらから！

オンラインで
事前発行 確定申告会場で

当日配布

確定申告会場への入場は「入場整理券」が必要です！

　入場整理券の当日の配付状況は、国税庁ホームページから確認できます。
　なお、入場整理券の配付状況に応じて、後日の来場をお願いする場合があります
ので、この機会にe-Taxを是非ご利用ください。
　※　申告書等の提出のみであれば、入場整理券は必要ありません。

オンラインで
転出届の提出

＋これまでの住所の
市町村窓口

引越し先の
市町村窓口

転入届のための
来庁予定の連絡

転入届は対面で提出する
必要があります

マイナンバーカード
（電子証明書が有効である）

マイナポータル

引
越
し
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス

※

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方
等
は
、
上
板
町
役

場
に
来
庁
い
た
だ
き
、
転
出
に
伴
う
資
格
喪

失
等
の
手
続
き
が
別
途
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
必
ず
来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。

※

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
通
じ
て
転
出
届
の
提
出
を

し
た
後
は
、
別
途
転
入
先
市
区
町
村
の
窓
口

で
転
入
届
等
の
手
続
が
必
要
で
す
。

※

引
越
し
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

場
合
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
読
み
込

み
に
対
応
し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
も
し
く
は

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
付
き
の
パ
ソ
コ
ン
が

必
要
で
す
。

・
同
一
自
治
体
内
の
転
居
に
伴
う
来
庁
予
定
の
連
絡

も
可
能
で
す

・
ご
自
身
単
身
で
の
引
越
し
の
ほ
か
、
ご
自
身
と
同

一
世
帯
の
方
の
引
越
し
で
も
利
用
可
能
で
す

注意

● お問い合わせ ●　　鳴門税務署　　☎０８８－６８５－４１０１

● お問い合わせ ●　　上板町役場　住民人権課　　☎０８８－６９４－６８０９

※　年末調整済みの給与所得と医療費控除又は住宅借入等特別控除の申告のように、税金が還付される申告は
３月15日（金）を過ぎてからも申告できます。

税目 申告・納付期限 振替納税の口座引落日

◇　開 設 期 間：２月16日（金）～３月15日（金）（土・日・祝日を除く。）
◇　相談受付時間：午前８時30分～午後４時（相談開始は午前９時から）
※　書類提出受付：午前８時30分～午後５時
※　確定申告会場では、ご自身のスマートフォンを用いた申告書作成指導を
　　行っています。スマ－トフォンをお持ちの方はご持参ください。

所得税及び復興特別所得税
贈 　 与 　 税
消費税及び地方消費税

３月15日（金）
３月15日（金）
４月１日（月）

４月23日（火）

４月30日（火）

確定申告
会場

引越し手続き
(マイナポータル）

スマホ用電子証明書
搭載サービス
（デジタル庁）

2024（令和 6）年 3月 1日　●　12



●　お問い合わせ　●
上板町役場　住民人権課　☎０８８－６９４－６８０９

●スマホからマイナポータルで申込
　マイナンバーカードと
　利用者証明用電子証明書暗証
　番号（数字４桁）が必要
●役場で申込

●セブン銀行ATM
　でも申込できる！ 医療機関・薬局の

顔認証付きカードリーダー
でも申込できるよ

AndroidiPhone

2024年秋から原則マイナ
ンバーカードが保険証に！
2024年秋から原則マイナ
ンバーカードが保険証に！

●　届け出先・お問い合わせ　●
上板町役場　税務課　☎０８８－６９４－６８０７

令和５年11月１日以降
に出産予定の国民健康
保険被保険者の方
※妊娠85日（4か月）以上の出
産が対象です（死産、流産、
早産、及び人工妊娠中絶の
場合も含みます）。

★必要な書類
・届出書（上板町HP又は役場税務課に
備えてあります）
・母子健康手帳（出産予定日や妊娠の
状態がわかるもの）
※出産後に届出を行う場合、被保険者
と子が別世帯の場合は、出生証明書
や戸籍謄抄本などの出産日及び親子
関係を明らかにする書類が必要です。
・マイナンバーカード・本人確認書類

出産予定日の
６か月前から
※出産後の届出
も可能です

受付期間 対象の年度に納める保険税の所得割額と均等割額から、産前
産後期間（※）相当分が減額されます。

令和５年度の場合は、産前産後期間の内、令和６年１月以降
の期間分だけ保険税が減額されます
（例）単胎、令和５年11月出産の場合

保険税が減額された場合、払いすぎになった保険税は還付されます。

単胎の場合　出産予定月の前月から出産予定月の翌々月の4カ月

多胎の場合　出産予定月の3カ月から出産予定月の翌々月の6カ月

※産前産後期間とは

出産1か月前

出産
3か月前

出産
2か月前

出産
1か月前

出産
1か月後

出産
2か月後

出産
予定月前

令和5年
（9月）

令和5年
（10月）

令和5年
（11月）
出産予定月

令和6年
（1月）
減額対象

令和6年
（2月）

令和5年
（12月）

出産予定月 出産1カ月後 出産2カ月後

対象と
なる方

届け出
方法

産前産後期間の国民健康保険税が免除されます

お　知　ら　せ

今
月
の
納
付
期
限
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

※
口
座
振
替
の
方
は
、
４
月
１
日
に

引
き
落
と
し
い
た
し
ま
す
の
で
、

残
高
の
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
転
出
・
婚
姻
等
、
世
帯
状
況
に
異

動
が
あ
っ
た
場
合
で
も
、
自
動
的

に
解
約
と
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

●
口
座
振
替

　
口
座
振
替
の
手
続
き

　
納
付
書
と
通
帳
と
通
帳
届
出
印
を

持
参
し
、
上
板
町
内
取
扱
金
融
機

関
窓
口
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

　
取
扱
金
融
機
関

　
阿
波
銀
行
、
徳
島
大
正
銀
行
、

　
板
野
郡
農
協
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

●
保
険
料
の
引
下
げ

　
35
歳
未
満
で
認
定
農
業
者
に
該

当
し
な
い
等
一
定
の
要
件
を
満

た
す
方
は
、
月
額
１
万
円
か
ら

通
常
加
入
で
き
ま
す

●
受
給
開
始
時
期
が
選
べ
る

　
農
業
者
老
齢
年
金
：

　
65
歳
以
上
75
歳
未
満
の
間
で
受

給
開
始
時
期
を
選
択
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す

　
特
例
付
加
年
金
：

　
特
例
付
加
年
金
の
受
給
要
件
を

満
た
し
て
い
れ
ば
、
い
つ
で
も

受
給
開
始
時
期
を
選
択
で
き
ま

す
●
加
入
可
能
年
齢
が
引
き
上
げ

　
「
農
業
に
年
間
60
日
以
上
従
事

す
る
20
歳
以
上
65
歳
未
満
の
国

民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
」
に

該
当
す
る
方
で
あ
れ
ば
農
業
者

年
金
に
加
入
で
き
ま
す
。（
※

60
歳
以
降
に
加
入
で
き
る
方
は

国
民
年
金
の
任
意
加
入
者
に
限

り
ま
す
。）　

●
お
問
い
合
わ
せ

　
上
板
町
農
業
委
員
会

　
☎
０
８
８（
６
９
４
）６
８
０
５

上
板
町
消
費
生
活

相
談
窓
口
か
ら
の

お
知
ら
せ

そ
の
思
い
や
り
少
し
待
っ
て
！

　
地
震
、
台
風
、
豪
雨
、
豪
雪
な

ど
大
規
模
な
自
然
災
害
に
み
ま
わ

れ
が
ち
な
日
本
。
不
安
や
恐
怖
を

感
じ
て
い
る
方
も
多
い
か
と
思
い

ま
す
。
そ
う
し
た
気
持
ち
に
巧
み

に
つ
け
込
ん
で
く
る
悪
質
商
法
が
、

被
災
地
に
限
ら
ず
全
国
で
多
発
し

て
お
り
、
各
自
治
体
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ

イ
ト
で
も
注
意
喚
起
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。
自
然
災
害
が
起
き
て

ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
と
き
は
、

悪
質
商
法
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
急

増
す
る
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　
特
に
多
い
の
が
・
・
・

　
義
援
金
や
寄
付
金
な
ど
の
募
金

関
連
で
す
。

　
公
的
機
関
や
日
本
赤
十
字
社
な

ど
、
そ
れ
ら
し
い
団
体
名
を
名
乗

り
、訪
問
や
電
話
、は
が
き
や
メ
ー

ル
な
ど
で
人
の
善
意
に
つ
け
込
み

な
が
ら
義
援
金
や
寄
付
金
を
募
り

ま
す
。

　
し
か
し
、
公
的
機
関
や
日
本
赤

十
字
社
な
ど
が
訪
問
や
電
話
な
ど

で
募
金
を
行
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

※
団
体
な
ど
の
活
動
状
況
や
募
金
の

使
途
を
し
っ
か
り
確
認
し
た
う
え

で
支
援
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
上
板
町
消
費
生
活
相
談
窓
口

　
☎
０
８
８（
６
９
４
）６
８
１
６

　
秘
密
厳
守
・
相
談
無
料 

　
受
付　
平
日
９
時
～
12
時　
13

時
～
16
時
30
分
（
土
・
日
・
祝
・

年
末
年
始
を
除
く
）

納期は次のとおりになっています。
納付期限内の納付にご協力をお願いいたします。

後期高齢者医療保険料 ４月１日（８期）

上板町役場　健康推進課
☎０８８－６９４－６８１０

農
業
者
年
金
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

令
和
４
年
か
ら
次
の
と
お
り

制
度
が
拡
充
‼
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● お問い合わせ ●　上板町役場　健康推進課　☎０８８－６９４－６８１０

● お問い合わせ ●　上板町役場　健康推進課　☎０８８－６９４－６８１０

　フレイルとは、加齢に伴い筋力や心身の活力
が低下した状態で「健康」と「要介護」の中間
状態のことをいいます。多くの人が健康状態か
ら「フレイル」の段階を経て、要介護状態に陥
ると言われています。

　「フレイル」の兆候を早期に発見し、積極的
に予防・改善に取り組めば、進行を遅らせたり
健康な状態に戻したりすることができます！！

 ＳＴＯＰフレイル

＼私たちが上板町フレイルサポーターです／

地域の集まり等で活躍

認知症になっても安心して暮らせる町に認知症になっても安心して暮らせる町に
　高齢化の進行とともに認知症の人は増加傾向にあり、2025年には高齢者の約5人に1人が認知症になると予測されてい
ます。上板町は、自分や家族が認知症になっても安心して暮らせる町に向けての取組を開始しています。認知症の人は、
目的があって外出したものの、自分が今いる場所が分からなくなったり、行方不明になってしまうことがあります。こう
したときに備えるため・・・

見守りシールとは 見守りシールの交付対象者

見守りシール交付枚数
（対象者1人あたり40枚）

費用

スマートフォン等で読み取ること
ができるQRコード付きのシール
で、対象者の衣類や持ち物に貼り
付けるものです。

耐洗コードラベル30枚（アイロンで圧
着します。衣服や持ち物への貼付用）
蓄光シール10枚（夜道や暗い場所で発
光します。靴や杖などへの貼付用）

費用は、無料です
（見守りシールの追
加交付を希望する
方は実費を負担い
ただきます。）

申込方法
上板町見守りシール交付
事業利用［新規・変更］
申請書に必要事項をご記
入の上、健康推進課窓口
にお申込みください。

町内に住所を有する在宅の高齢者又は初老期における認知症と診断された人で、外出後行
方がわからなくなるおそれがある人（介護者及び家族からの申請により配布します。）

シール
見本

高齢者等見守りシール交付事業をご活用ください！

「フレイル予防」
していますか？
「フレイル予防」
していますか？

出典：徳島県フレイル予防実践ガイドブック

やってみよう「フレイルチェック」

上板町には20名の「フレイルサポーター」が
活躍しています！
上板町フレイルサポーターは、地域の通いの
場等でフレイル予防啓発活動や、フレイル
チェックを行っています。フレイルサポーター
が出向き、出張式のフレイル予防啓発等を行
うことも可能ですので、詳しくは健康推進課
までお問い合わせください。

2024（令和 6）年 3月 1日　●　14



新しい乾電池２本
を取りつけて、
電池蓋を閉める。
※２本同時に新しい
　乾電池に交換し、
　「パチン」と音がす
　るまでしっかり閉
　める。

❹ 戸別受信機本体横
の電源スイッチを
「入」にする。
※約15秒待ち、
　TOSHIBAのロゴ
　横のLEDが緑色
　の常時点灯になれ
　ば交換終了。

❺

電池切れＬＥＤが橙色か赤色
に点滅。

❶ 戸別受信機本体横の
電源スイッチを「切」にする。

※見えやすいように白色で示しています
　が、実際の電源スイッチは黒色です。

❷ 本体両側にある白色の突部に
指をあてて軽く手前に引く。

※本体左右にある

❸

● お問い合わせ ●　　上板町役場　企画防災課　　☎０８８－６９４－６８２４

戸別受信機は貸与品です。引っ越し等で使用しなくなった場合は返却してください。

各戸に配布している防災行政無線戸別受信機は、停電時でも情報をお伝えできるように乾電池を装着しています。
正面の電池切れLEDが点灯し、放送終了後に電池残量のメッセージが流れた場合は、乾電池を交換してください。

緊急時に備えて戸別受信機の状況を確認しましょう！

　消防車や救急車などの緊急車両は一刻も早く災害現場に急行
し、火災消火や急病人搬送をしなければなりません。
　サイレンを吹鳴しながら現場に向かうので、ご近所や夜間等の
場合、ご迷惑をおかけする場合がございますが、救急車などの
サイレンは一刻も早く安全に現場に向かうために必要です。
※緊急走行時にサイレンや赤色の警光灯の使用は法律でも定めら
れています

板野西部消防署　☎０８８－６７２－０１９８
ホームページ：https://www.itanoseibu-119.org

● お問い合わせ ●

種別

令和６年１月
出動件数（件）

前年同月
出動件数（件）

0

1
（1）

117

128
（128）

火災 救急

一つでも多くの命を救う
ためご理解とご協力を
お願いいたします。

緊急車両のサイレン・回転灯は必要です！緊急車両のサイレン・回転灯は必要です！

募集種目 資　　格 受付期間 試　験　日 そ　の　他

一般幹部候補生

＜大卒程度試験＞
22 ～ 26歳未満の者
（20歳以上22歳未満の者は大卒(見
込含)、修士課程修了者等(見込含)
は28歳未満の者
＜院卒者試験＞
20歳以上28歳未満の者で修士課程
修了者等

令和6年3月1日～
同年4月12日まで

1次試験
令和6年4月20日(土)
飛行要員は21日(日)の2日間
2次試験
令和6年5月24日～ 27日のいずれか1日
3次試験(飛行要員のみ)
【海】令和6年6月20日～ 24日
【空】令和6年7月13日～ 8月1日

試験会場
海上自衛隊
徳島航空基地内（松茂町）

一般曹候補生
18歳以上33歳未満の者
（32歳の者は採用予定月の末日現在
33歳に達していない者）

令和6年3月1日～
同年5月7日まで

1次試験　令和6年5月17日～19日
2次試験　令和6年6月15日～23日

試験会場
海上自衛隊
徳島航空基地内（松茂町）

お問い合わせ　自衛隊鳴門地域事務所（☎０８８－６８５－５３０６）
　　　　　　　住所：鳴門市撫養町立岩字七枚57
※鳴門地域事務所では随時説明会を実施していますのでご予約戴ければ24時間対応いたします。

自 衛 官 等 採 用 案 内
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● お問い合わせ ●　　上板町学校給食センター　　☎０８８－６９４－２２７９

学校給食通信（ミニ）学 校 給 食 通 信（ミニ）学 校 給 食 通 信（ミニ）学 校 給 食 通 信（ミニ）
～学校給食センターの取組み～～学校給食センターの取組み～

● 食品ロスを減らす取組み
　エシカル消費の普及にともない食品ロスの削
減が求められており、上板町学校給食センター
においても、「上板町エシカル宣言」に基づいて、
「環境に配慮した学校給食」の提供に積極的に取
り組んでいます。
①新メニューの開発
　児童・生徒の皆さんにアンケートを実施し、苦手な人が多かった「ピーマン」
をおいしく食べられて、少しでも残飯が減らせるように城北高校の生徒と協力
し、新メニュー「城北ガパオライス」を考案しました。
　他にも、好き嫌いが多い食材をおいしく食べられるよう、日頃からメニュー
開発を行っています。
②野菜くずの再利用
　調理過程ででる、野菜くずは地元の業者に引き取ってもらい、飼料として再利用しています。
　ゴミの減量化と食品ロスの削減に積極的に取り組んでいます。

学校給食センター

● 地産地消への取組み
　上板町学校給食センターでは学校給食に使用す
る食材について、徳島県内や上板町で生産された
食材（野菜や果物、肉、魚、米、加工品など）を
できる限り使用するよう努めています。
　また、給食を通じて、子ども達が地域の農業や
畜産などの産業と生産者への理解を深めるととも
に、地域で生産されたものをその地域で消費する
ことで、輸送コストの削減や環境負荷の削減にも
貢献できているのではないかと考えています。

上板町産：
桃 上板町産：ナス

上板町産：チンゲン菜 上板町産：椎茸上板町産：大根

上板町産：鰻

● お問い合わせ ●　上板町役場　企画防災課　☎０８８－６９４－６８２４

　災害時に水道水の供給が停止したときなどに生活用水を確保する
ため、周辺住民の皆さまに井戸水をご提供いただける災害時協力井
戸の登録を募集しています。
　災害時協力井戸として登録していただく井戸は、生活用水として
使用できる井戸です。
　また、登録された井戸で、希望であれば水質検査を行っていただき、
その際にかかる検査費用について町が補助いたします。
■登録の要件
１　町内に所在するものであること。
２　現在井戸として使用しており、今後も引き続き井戸として使用
するものであること。

３　災害時に無償で井戸水を提供できること。
４　井戸水をくみ上げるためのポンプ、つるべ等があること。 
５　井戸枠等が設置されており、安全に使用できること。
６　町民に広く周知を図るため、井戸の所在地等を公表することに
ついて、同意が得られること。

■事前相談　災害時協力井戸の登録を検討される場合は、必ず事前
に企画防災課までご相談ください。

■登録申請の流れ　１　災害時協力井戸登録申出書を提出　
　　　　　　　　　２　登録の決定・災害時協力井戸標識を交付　
■補助申請の流れ　１　水質検査を受けるにあたり、補助金交付申請
　　　　　　　　　　　書を提出
　　　　　　　　　２　交付決定後、水質検査を実施
　　　　　　　　　３　検査終了後、実績報告書を提出
■補助金額　水質検査に要した費用の全部
　　　　　　ただし、11,000円を上限として、1,000円未満の端数は切り捨て ● お問い合わせ ●

上板町役場　企画防災課　☎０８８－６９４－６８２４

自転車乗車用ヘルメット
購入費用を補助します！

詳しくは上板町のホームページ
をご覧ください 

〇広域交付手数料　　　　　　　　　　　　　　　　　
・戸籍全部事項証明書（戸籍謄本）４５０円　　　
・除籍全部事項証明書（除籍謄本）７５０円
〇戸籍電子証明書提供用識別符号の発行手数料
・戸籍電子証明書提供用識別符号　４００円
・除籍電子証明書提供用識別符号　７００円
※戸籍（除籍）電子証明書提供用識別符号については、利用する行政機関のシステム等が整備されてからの運用開始となります。

● お問い合わせ ●
上板町役場　住民人権課
☎０８８－６９４－６８０９

災害時協力井戸登録の募集
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● お問い合わせ ●　上板町役場　企画防災課　☎０８８－６９４－６８２４
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するものであること。
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■補助申請の流れ　１　水質検査を受けるにあたり、補助金交付申請
　　　　　　　　　　　書を提出
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　　　　　　ただし、11,000円を上限として、1,000円未満の端数は切り捨て ● お問い合わせ ●

上板町役場　企画防災課　☎０８８－６９４－６８２４

自転車乗車用ヘルメット
購入費用を補助します！

詳しくは上板町のホームページ
をご覧ください 

〇広域交付手数料　　　　　　　　　　　　　　　　　
・戸籍全部事項証明書（戸籍謄本）４５０円　　　
・除籍全部事項証明書（除籍謄本）７５０円
〇戸籍電子証明書提供用識別符号の発行手数料
・戸籍電子証明書提供用識別符号　４００円
・除籍電子証明書提供用識別符号　７００円
※戸籍（除籍）電子証明書提供用識別符号については、利用する行政機関のシステム等が整備されてからの運用開始となります。

● お問い合わせ ●
上板町役場　住民人権課
☎０８８－６９４－６８０９

災害時協力井戸登録の募集

目 的
自転車利用者のヘルメット着用の促進、及び、
自転車に係る交通事故による被害の軽減を図
るため、自転車乗車用ヘルメットの購入に対
して補助します。

対 象 者 上板町内に住所を有し、町税の滞納が無く、
過去に同一の補助金を受けていない方。

対 象 期 間 令和５年８月４日から令和６年３月31日まで

対象となる
ヘルメット

自転車乗車用ヘルメットで次の安全認証を取
得したもの
①　SGマーク　②　JCFマーク　③　CEマーク
④　GSマーク　⑤　CPSCマーク
令和５年８月４日以降に購入した新品のもの

補 助 金 額 補助対象ヘルメットの購入費の1/2以内
上限3,000円（100円未満切り捨て）

ご 注 意
補助金の交付は、対象者１人につき１個まで
です。受付は先着順で、補助金予算額に達し
た場合は終了となります。
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● お問い合わせ ●　　上板町教育委員会　　☎０８８－６９４－６８１４

●お問い合わせ●
上板町役場　住民人権課
☎088－694－6809

お誕生おめでとう
（令和６年１月）

● お問い合わせ ●　上板町役場　企画防災課　　☎０８８－６９４－６８２４
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　第23回上板町内スポーツ少年団陸上大会を上板ライオンズクラブにご後援いただき、令和６年１月28日（日）に上板町
老人福祉センター周辺周回コース（1.6Km）において駅伝の部、マラソンの部に分けて開催しました。
　非常に寒い中での開催でしたが、大会出場選手総勢68名は各チームの指導者や保護者、チームメイトからの声援を受
けながら最後まで精一杯走り切りました。

大 会 結 果 （敬称略）
駅伝男子の部
優　勝：高志スポーツ少年団
　　　　（タイム　38分15秒）
準優勝：松島スポーツ少年団 
　　　　（タイム　39分47秒）
第３位：上板サッカースポーツ少年団
　　　　（タイム　42分36秒）
駅伝女子の部
優　勝：高志フレンズ　　　　 　　　　　　
　　　　（タイム　41分33秒）
準優勝：上板サッカースポーツ少年団
　　　　（タイム　46分41秒）
駅伝男子の部　区間賞
１区：本浄　瑠良（松島スポーツ少年団）
２区：丸居　旺介（松島スポーツ少年団）
３区：坂東　佑真（松島スポーツ少年団）
　　　岡本　湊翔（高志スポーツ少年団）
４区：藤本　航輝（高志スポーツ少年団）
５区：納田　　灯（高志スポーツ少年団）
６区：岡田　蒼士（上板サッカースポーツ少年団）
駅伝女子の部　区間賞
１区：山上　結菜（高志フレンズ）
２区：家長　夏美（高志フレンズ）
３区：坂東　結月（高志フレンズ）
４区：庵床りおな（高志フレンズ）
５区：大野衣央那（上板サッカースポーツ少年団）
６区：松本　陽和（上板サッカースポーツ少年団）

マラソンの部　第１位
１年生：安喜　葵生（上板サッカースポーツ少年団）
２年生：清原　匠真（上板サッカースポーツ少年団）
３年生：加川　蒼大（上板サッカースポーツ少年団）
４年生：六車　汰士（上板柔友会）
５年生：武知　颯磨（上板サッカースポーツ少年団）
最優秀賞
男子　納田　　灯（高志スポーツ少年団）
女子　山上　結菜（高志フレンズ）

第23回 町内スポーツ少年団陸上大会第23回 町内スポーツ少年団陸上大会

平　田　智　成 初　那
みのり 女の子（泉谷）　　

宮　本　和　毅 里　香

絃　羽
い と は

女の子（下六條）　
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